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　７月３日、埼玉県議会６月定例会（６月日開会）が閉会いたしまし
た。今回の定例会では、主に新型コロナウイルス感染症に対す
る補正予算（第５号・第６号）が審議されました。また、緊急事態宣言
解除後も、東京都を中心に新規感染者数が増加傾向にあり、東
京都と生活圏を共にする埼玉県では、引き続き、感染拡大を防
ぐために、徹底した感染症対策に取り組む必要がございます。
※補正予算の内容は、本レポート中面に記載をしています。

新型コロナウイルス

６月定例会の総括

６月定例会閉会！ 新型コロナウイルス感染症の対策に
補正予算を編成

しらねだいすけ注目ポイント

支援対策まとめ

　ある意味で長かった、6月定例会も7月3日に閉会しました。前例をみない規模の一般会計補正予算、
約1,600億円の補正額であり、COVID-19第2波対策として効果的にまたスピーディーに配分出来る事
を期待します。また、新型コロナウイルス感染症対策特別委員会が設置され、これまでの県の対策を検証
するとの事で、９月定例会までに計４回程度、審査が行われる予定です。さらに、国の第二次補正予算成
立から大分経過しておりますが、家賃支援給付金の支給が開始されました。埼玉県でも国の支援の上乗
せというかたちで家賃補助をします。特徴は、家賃を2割以上減額した賃貸人に対して、減額した家賃の
1/5を最大３ヶ月分、上限20万円を助成すると言うものです。スピード感を持っての対応が必要です。
　今回、県の執行部に政策的に要望して参りましたのが、埼玉県中小企業•個人事業主支援金関係です。
まず、第一弾は6月15日に申請締切をしました。申請件数は58,581件、採択件数は54,566件で、入金
額111億6,120万円を支給し、予算に対する執行率は７月１０日現在で95.4％となっております。また、7
月17日に締め切りました第二弾の同支援金は、現状の見込み申請件数は33,000件で、当初予算の執行
率60％弱、採択件数24,855件、支給済み決定が24.8億円と、想定よりも申請件数が少なくなっており
ます。第一弾について、事業者や商工団体からは、要綱発表から申請締め切りまでの期間が短いので延長
をと言う声をいただきました。今回の支援金の目的は、事業継続と事業再開に向けた支援策とし、感染拡
大防止の為に事業者が休業するなどの協力であったわけです。これらの施策について、埼玉県のウェブサ
イトや広報、マスコミ、商工団体等を通じて県民に対し、情報発信をしていることは承知しております。もち
ろん、事業者自らが情報を集め、その内容を理解することは前提ですが、コロナ禍という状況で、情報取
集については、インターネット中心、かつ申請もオンラインということで、特にネットに不得手なご高齢の
事業者においては、情報を得るまで時間を要していたケースも多く散見されました。本来支援を必要とす
る事業者が情報を得られない事で、申請期限に間に合わず支援が行き届かない状況は、本来の制度目的
を十分果たしたとは言い難く、第二弾支援金の執行率を鑑み、今後感染症防止対策にかかわる新たな施
策に考慮して頂き、また、申請期限の弾力的な運用を検討することを知事に要望して参ります。

補正予算（第５号・第６号）の審議を行いました補正予算（第５号・第６号）の審議を行いました

中小企業・個人事業主支援金について中小企業・個人事業主支援金について
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令和
２年度 一般会計補正予算

　感染拡大防止と第２波への備え
　・ 抗原検査の導入や民間検査機関におけるＰＣＲ検査体制の拡充 → １４億５，５２７万６千円
　・ 重症患者治療体制を強化するためのＴｅｌｅ－ＩＣＵ体制整備への助成 → ７，９００万円
　・ 市町村が実施する新型コロナウイルス感染症対策事業への助成 → １０億４，５００万円
　中小企業に対する資金繰り支援
　・ 新型コロナウイルス感染症対応資金及び経営安定資金の融資枠の更なる拡大
　 （融資枠：８，０００億円 → １兆２，０００億円） うち令和２年度支出分 → ５６億２，６９０万円
　地域経済活動の回復に向けた支援
　・ 飲食店等の休業により需要が急減している県産和牛肉等の消費拡大 → ６億４，２４４万８千円
　・ 「新しい生活様式」を踏まえた取組等を行う商店街への支援 → ４，３２６万円
　学びの機会の確保に向けた環境整備
　・ 県立学校におけるＩＣＴ環境の早期整備による遠隔学習機能の強化 → ７億４，９６３万８千円
　・ 児童養護施設等におけるオンライン学習の環境整備への助成 → ６，０５０万円
　・ 公立小・中・高等学校等への学習指導員の追加配置 → １億２，１７９万１千円
　その他
　・ 児童虐待や自殺予防のための相談体制の強化 → ３，４９３万６千円
　・ 新型コロナウイルス感染症対策推進基金への寄附金の積み立て → １億 ５２５万円
　・ 豚熱の発生予防・まん延防止に係る費用への助成 → １，５２６万円

一般会計補正予算（第６号）の内容一般会計補正予算（第６号）の内容
　医療提供体制の強化
　・ 重点医療機関に対する病床確保・設備整備への助成 → ２８５億６，７２３万円
　・ 医療機関・薬局等の院内感染防止対策への助成 → ２０４億８，７３４万１千円
　・ クラスター化を防止するコロナ対策チーム（ＣＯＶＭＡＴ）の設置・運営 → １億１，５０９万７千円
　医療・介護従事者等への支援
　・ 医療従事者等への慰労金の支給 → １７８億４，９５０万円
　・ 介護施設等の職員への慰労金の支給 → １９３億 ２５０万８千円
　・ 感染症治療に対応する医療従事者への支援 → １億６，０００万円
　感染拡大防止対策等の推進
　・ 介護施設等における感染防止対策やサービス再開に向けた支援 → １０４億１，３４３万７千円
　・ 幼稚園及び県立学校における感染防止対策 → １２億３，５７１万１千円
　・ 地域公共交通における感染防止対策や運行継続への支援 → ２億 ６０４万円
　中小・小規模事業者等への支援
　・ 中小企業・個人事業主等に対する家賃への支援 → １２０億２，３５４万７千円
　・ テレワークを導入する県内企業等への更なる支援 → ６，３４７万８千円
　児童生徒・保護者への支援
　・ 市町村立小・中学校における学習指導員等の追加配置に対する助成 → ２４億 ８５６万円
　・ 保護者が負担する修学旅行キャンセル料への支援 → １億８，４０２万３千円
　生活に困っている人々への支援
　・ 生活福祉資金の特例貸付に対する助成 → １３６億６，７９４万１千円
　・ ひとり親世帯臨時特別給付金の支給 → ５億４，４０５万円
　その他
　・ 新型コロナウイルス感染症対策推進基金への積み立て → １億５，５３６万６千円

新たな病床・宿泊療養施設の確保計画新たな病床・宿泊療養施設の確保計画

埼玉県LINEコロナお知らせシステム埼玉県LINEコロナお知らせシステム

新たな病床・宿泊療養施設の確保計画
国の新たな患者推計に基づき、フェーズごとに新型コロナウイルス感染症患者の病床数等を設定した。
【ピーク時の陽性患者数 ２,２１５人】
【ピーク時の入院患者数 １,０７３人 うち重症者数 １５５人】
【ピーク時の宿泊療養者数 １,１４２人】

フェーズ
病床数

フェーズⅠ
（小康期）

フェーズⅡ
（拡大兆候期）

フェーズⅢ
（拡大期）

フェーズⅣ
（ピーク期）

病床数 合計 140 600 1,000 1,400

内訳
重症 20 90 150 200

その他 120 510 850 1,200

フェーズ
部屋数

フェーズⅠ
（小康期）

フェーズⅡ
（拡大兆候期）

フェーズⅢ
（拡大期）

宿泊療養施（室） 522 1,045 1,450

　大野知事は、新型コロナウイルス感染症の対策として「新
たな病床・宿泊療養施設の確保計画」を発表いたしました。
病床数については、ピーク期(フェーズⅣ)の入院患者数を
1,073名と想定し、余裕を持って対応するために1,400床
を計画しています。※しらねだいすけは、昨年の９月定例会
で埼玉県の医師不足や医師になる為の後期研修残留率が
全国46位と低い事を指摘しました。各種医療の充実に向け
ては、隣接県との連携協力をしていくことも重要であると提
言をしていましたが、先日、近隣県との医療連携を大野知事
が発表いたしました。現実問題として、埼玉県独自で病床確
保は困難であります。

夜の街関連の陽性者の割合夜の街関連の陽性者の割合

・一般会計補正予算（第６号）・一般会計補正予算（第６号）

・一般会計予算（補正後累計）・一般会計予算（補正後累計）

　東京都が８月３日から実施している、酒類を提供する飲
食店等夜の街対策として、時間短縮要請をはじめます。一方
、埼玉県の大野知事は、夜の街関連での感染者割合で見る
と、ピーク時は30%の38人であったのが、ここ最近では
3%の8人である所に注目し、埼玉県は、まだ時短要請する
段階には無いと判断しました。これまで、感染拡大防止対策
を、事業者を含めたかたちで県民の皆様へ、特措法に基づ
いた少し強めのお願いを呼びかけてきました。例えば、感染
症対策が十分にとられていない施設の利用回避や事業者
には、彩の国新しい生活様式安心宣言や、業界のガイドライ
ンの実行などを、東京都など他県より早く対策が取られて
いた事など、徹底的なクラスター対策をされた戦略が功を
奏しているのは数字的も表れております。

令和
２年度 一般会計補正予算

２兆２８５億８.５６６万７千円

・一般会計補正予算（第５号）・一般会計補正予算（第５号） １０７億４.１１８万１千円
１.４８４億４.４３５万９千円

　埼玉県LINEコロナお知らせシステムは、不特定多数の方
が利用する県内の施設や店舗、イベント会場等にQRコード
を掲示し、その場所を訪れた方にQRコードを読み込んで
いただき、後日、その施設や店舗、イベント会場等を訪れた
方が新型コロナウイルス陽性となった場合、保健所の判断
により、その方と濃厚接触した可能性のある方に対して、相
談を促すメッセージをLINEで送るシステムになります。

　２月定例会の予算特別委員会における警察本部への質問で、運転免許を自主返納された方の運転免許証の裏面に「申請取
消」と記載される事について、自主返納者への配慮に欠ける記載は、自主返納の促進を妨げる恐れがあり、文言の変更若しく
は記載をなくした方が良いと提言を行い、その後、６月１５日より「申請取消」の記載がなくなりましたのでご報告いたします。

運転免許の自主返納における「申請取消」の記載がなくなりました運転免許の自主返納における「申請取消」の記載がなくなりました

第５号・第６号補正案
６月定例会にて可決！
第５号・第６号補正案
６月定例会にて可決！

一般会計補正予算（第５号）の内容一般会計補正予算（第５号）の内容

1979年5月13日生まれ、川口市朝日出身、十二月田（しわすだ）小・中学校卒業、正則学園高校卒業、ボストン大学（政治科学学部）
卒業 ＜留学中マンチェスター市市長室でインターン経験＞、富士通（株）入社し、営業とSEのビジネス支援部隊に配属→退社、2007
年の統一地方選挙で市内交通網（ 特に、コミュニティバス路線網 ）の再構築、市議会の見える化など市政の改善を目指し市議会議員に
立候補、 2 位(4764票)で市議会最年少(27歳) 当選を果たす。鳩ヶ谷から埼玉県議会議員選挙立候補するも惜敗。捲土重来を期し、
翌日から活動、 石田勝之元衆議院議員秘書を経験し、 2015年合併後初の新川口市選挙区で埼玉県議会議員に立候補するも次点。
朝日2丁目副町会長歴任。2019年の埼玉県議会議員選挙で初当選。
現在：学習塾等を経営、川口市消防団員、川口市立十二月田中学校同窓会会長、NPO法人メディカルヘルスケア療法協会顧問、
川口むさし野RC所属、(公社)川口青年会議所卒業 【令和２年度：企画財政常任委員会、公社事業対策特別委員会 所属】

http://www.daisuke-shirane.jp
〒332-0001 川口市朝日2-17-7
TEL：048-229-0461  FAX：048-229-0462

Ｐｒｏｆｉｌｅ ～しらね だいすけの足跡～

発行:埼玉民主フォーラム川口支部

埼玉県のコロナ対策等
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